
◇NPO 埼玉自然エネルギー協会第７回総会  6 月８日(土)    
◎ 午後 1時開会～２時１５分 総会  コーププラザ浦和３階 

 

◎ 午後２時３０分～５時 総会記念講演 

電力の地産地消を考える集い 

ご存知ですか！デジタルグリッドって・・・ 

「電力の地産地消と 

デジタルグリッドの可能性と役割」 

講師： 阿部 力也 氏 

（デジタルグリッド株式会社会長・元東大特任教授） 

◇この一年の歩み(２０１8．６月～ ) 

◎201８年度の市民共同発電事業の取り組み 

★２０１８年度（平成３０年度）：２つの施設に設置 

みなさまからのご協力に感謝申し上げます。二つの市民共同発

電事業は、埼玉県・さいたま市の助成金を得て無事にできあがり、

点灯式を行うことができました。出資金は、電気代の節約と売電収入をもって返

済し、8年間を目途に完済、その後、発電設備はそれぞれに無償譲渡されます。 

１．社会福祉法人麦の会 麦っ子保育園（ふじみ野市） 3月 1日点灯式 

 麦っ子保育園は、戸外活動を重視し、遊びの中で物事を学び、子どもたちの心の育ちを大切にしています。子

どもたちは、園庭で大好き泥んこあそび、公園・散歩では四季折々の草花・昆虫との出会い、毎日新しい事に出

会います。給食は和食の完全手作り、季節に応じて旬の野菜を取り入れて調理しています。 

 発電容量 7.25kW 年間発電予想量 8776kWh CO2削減3.66 トン 費用 229万円  

２．有限会社福祉ネットワークさくら （さいたま市浦和区） 3月 16日点灯式 

福祉ネットワークさくらは、創業者小川志津子さんのグループハウスさくら設立からスター

ト、「住みなれた地域で支えあうベストパートナーをめざす」を経営理念として、デイサービ

ス、居宅介護、障害者支援事業などに 30年近く取り組んできた福祉事業者です。

このように地域で大きな役割を果たしてきた「さくら」に設置する太陽光発電設

備は、CO2を減らし、異常気象を生み出す地球温暖化防止に寄与することができ

ます。原発のない社会づくりにも役立ちます。 

発電容量 22.05kW 年間発電予想量 2 万 4300kWh CO2削減量 12.3 トン  

費用 548 万円 
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ことしも、21 世紀の明るい未来をひらくため、地球温暖化防止・原発ゼロ、自然エネルギーの持続可能な地

域づくりへ、学び行動していきましょう 

http://saine-2013.com/


★昨年６月９日 第６回総会では・・・ 

総会記念・地域新電力を考える集い 

講演「地域新電力でめざしたこととこれまでの成果」 

～原発ゼロ、温暖化防止へ、カギは自然エネルギーの地産地消～ 

講師：磯部 達 氏 ：福岡・みやまスマートエネルギー株式会社社長 

※報告 秩父新電力のとりくみ 新井公夫・秩父市環境立市推進課長 

★原発ゼロをめざす小泉純一郎講演会 2018年10月12日 埼玉会館大ホール 

講演「日本の歩むべき道～原発ゼロ・自然エネルギー活用の未来」 

講師： 小泉 純一郎 氏   会場いっぱいの１４００名の参加でした。 

 ★連続講座（第５回） 2019 年 1 月 18 日 

テーマ：なぜドイツはできたのか“脱原発・自然エネルギーへの転換“ 

・映画「モルゲン、明日」上映とアドバイザーとの質疑応答 

質問に答えたアドバイザー 

・坂田雅子氏（「モルゲン、明日」監督：企画・編集・撮影） 

・千葉恒久氏（弁護士、「市民が起こしたドイツのエネルギー革命」の著者） 

・歌川 学氏（産業技術総合研究所エネルギー技術研究部門主任研究員） 

 ドイツでは 1968 年の学生運動がナチスの時代の反省にも踏み込み、さらに 1970 年代のヴィール（フライブ

ルグ近郊）原発建設反対の住民運動と結びついて市民運動に発展してきました。さらに 1986 年のチェルノブ

イリ原発事故の深刻な被害を受け、脱原発の運動がすすみ、原発にかわる自然エネルギーを模索する取り組

みが前進、政治を動かしてきました。映画はその足跡を丁寧に取材しまとめたものでした。83 名が参加し、映

画視聴のあと質疑を行いました。 

 

◎これまでに実現した埼玉自然エネルギー協会と市民の協力で実現した市民共同太陽光発電所 

☆２０１７年度（平成２９年度）： 中川自治会 中川自治会館（さいたま市見沼区） 

☆２０１６年度（平成２８年度）： 社会福祉法人まきば会 まきば保育園（さいたま市見沼区） 

☆２０１５年度（平成２７年度）： 

 〇 社会福祉法人すこやか福祉会 デイサービスセンター采女の里（三郷市） 

 〇 社会福祉法人まきば会 スターファーム保育園（上尾市） 

☆２０１３年度（平成２５年度）： 社会福祉法人こぐま会 めだか保育園（さいたま市緑区） 

 

近況報告 2016.7.11 発電開始からもうすぐ丸３年。那須市民共同太陽光発電所（株式会社自

然エネルギー武蔵の子会社）、順調に発電中 

2018 年 11 月 19 日、那須市民共同発電

所の現地視察に行ってきました。周辺も含

め雑草が刈り取られてきれいになっていま

した。現地管理をお願いした発電所のすぐ

南側で米作りをしている地元の W さんにお

礼の挨拶に行きました。また、土地提供者

の K さん宅にもお礼と挨拶をしてきました。この視察で地元との関係を大事にでき、また太陽光パネル・周辺設

備に異常はなく、順調に発電している様子が確認できました。なお K さんはこの 1 月ご逝去されました。ご冥福

をお祈りします。 


